
江別市生涯学習推進協議会規約 

 

第１章  総則 

（名称） 

第１条 この会は、江別市生涯学習推進協議会と称する。 

（構成） 

第２条 この会は、江別市内の生涯学習関係団体及び第４条の目的に賛同する団体及び個人

からなる会員をもって構成する。 

（事務所） 

第３条 この会は、事務所を江別市高砂町２４番地 江別市教育庁舎内に置く。 

 

第２章  目的及び事業 

（目的） 

第４条 この会は、市民の主体性に基づいて学習活動を活発化し、本市における生涯学習の 

振興を図るため、市民一人一人の生涯にわたる学習要求に基づいた学習機会の実施など、 

必要な事業を行い、もって市民の豊かな生活と生きがいを高めていくことを目的とする。 

（事業） 

第５条 この会は、前条の目的を達成するために、次の各号に掲げる事業を行う。 

（1） 講演会、シンポジウム等を開催し、意識の高揚を図ること 

（2） 講座、講習会等の学習機会の提供を図ること 

（3） 生涯学習指導者の登録、紹介、派遣を行うこと 

（4） 生涯学習に関する調査研究を行うこと 

（5） 生涯学習に関する広報啓発資料を発行すること 

（6） 生涯学習関係機関及び団体等との連携協力を図ること 

（7） 会員が行う生涯学習の事業を支援すること 

（8） 前各号に掲げる事業に関連する事業 

 

第３章  役員、顧問及び事務局 

（役員） 

第６条 この会に次の役員を置く。 

(1) 会長   １名 

(2) 副会長  ２名 

(3) 理事  １５名以内 

(4) 監事   ２名 

（役員の選任） 

第７条 この会の役員は、総会において選任する。この場合において、候補者の選考のため

に役員選考委員会を設けることができる。 

２ 役員選考委員会に関して必要な事項は、理事会において定める。 

３ 監事は、他の役員を兼ねることができない。 

（職務） 



第８条 会長は、この会を代表し、業務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を 

代理する。 

３ 理事は、理事会を構成し、この会の業務を決定及び執行する。 

４ 監事は、この会の会計及び業務の監査を行う。 

（任期） 

第９条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、その任期満了後においても後任者が就任するまで、引き続きその職務を行う。 

（顧問） 

第１０条 この会に、顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、理事会の同意を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は、この会の運営に関し、会長に対して意見を具申することができる。 

（事務局） 

第１１条 この会の事務を処理するため、この会に事務局を設け必要な職員を置く。 

 

第４章  会議 

（会議の構成） 

第１２条 この会の会議は、総会及び理事会とする。 

２ 総会は、会員をもって構成し、理事会は会長、副会長及び理事をもって構成する。 

（総会） 

第１３条 総会は、会長が招集し、次の各号に掲げる事項について議決を行う。 

(1) 規約の制定及び改廃 

(2) 役員の選任 

(3) 事業計画書及び収支予算書 

(4) その他、この会の業務に関する重要事項で、理事会において必要と認めるもの 

２ 総会は、会員現在数の２分の１以上の出席がなければ、議事を開き議決することができ

ない。この場合において、当該議事につき書面をもって、あらかじめその意思を表示した

者及び他の会員を代理人として表決を委任した者は、出席者とみなす。 

３ 総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

４ 会長は、毎年度の事業報告書及び収支決算書に監事の意見を付して、総会に報告しなけ 

ればならない。 

５ 総会の議長は、その都度、出席者の互選によって選任する。 

（理事会） 

第１４条 理事会は、必要に応じ、会長が招集する。 

２ 理事会の議長は、会長とする。 

３ 理事会は、理事現在数の２分の１以上の出席がなければ、議事を開き議決することがで 

きない。 

４ 理事会の議事は、出席理事の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 



 

第５章  専門委員会 

（専門委員会の設置等） 

第１５条 この会には、必要に応じ専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会に関して必要な事項は、理事会において定める。 

 

第６章  加入及び脱退 

（加入・脱退の手続き） 

第１６条 この会の加入については理事会の承認を必要とする。 

２ この会の脱退については届け出るものとし、理事会に報告する。 

３ その他会員の加入、脱退に関して必要な事項は、理事会において定める。 

 

第７章  会費 

（会費） 

第１７条 この会の年額維持会費は、次のとおりとする。ただし、途中加盟した会員も同額 

とし、途中脱退した会員の既納の維持会費は返納しない。 

団体会員  ２，０００円 

  個人会員  ２，０００円 

 

第８章  財務及び会計 

（事業年度） 

第１８条 この会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（経費の支弁） 

第１９条 この会の事業遂行に要する経費は、事業による収入、維持会費、補助金、寄附金 

及びその他の収入をもって支弁する。 

 

第９章  補則 

（委任） 

第２０条 この規約の実施について必要な規程及び事項は、理事会に委任し、その議決を経

て別に定める。 

 

附 則 

１ この規約は、平成７年３月２６日から施行する。 

２ 設立総会においては、第１１条第２項及び第１２条第２項から第６項までの規定は、こ

れを適用しない。 

附 則 

この規約は、平成９年５月１０日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成１１年５月１５日から施行する。 

   附 則 

この規約は、平成１５年５月１７日から施行する。 



附 則 

この規約は、平成１８年５月２０日から施行する。 


